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環境会計

各工場での取り組み
本社工場

主要生産品目／エレクトロニクス応用製品・ステアリングスイッチ・プッシュスタートスイッチ・
　　　　　　　 モジュールスイッチ・パワーウインドウスイッチ・圧力スイッチ
敷　地　面　積／93,000m2　建物面積／112,000m2

〒480-0195 愛知県丹羽郡大口町豊田三丁目260番地
TEL（0587）95-5211　FAX（0587）95-1917

　本社工場では、主に車に搭載されている各種スイッチ製品、エレクトロニクス応用製品などを生
産しています。今年度の環境活動はエアの低圧化・非稼働時の徹底的なエネルギーの遮断等、
省エネ改善活動をはじめ、分別の徹底による産業廃棄物の低減、動力を必要としない「からくり」
改善を行ってきました。また西枇杷島工場との統合により、
本社工場に合わせたエアの低圧化を代表とするエネルギ
ーの低減、物流の効率化によるCO2 低減等を実施しまし
た。今後も、地球温暖化防止活動を継続しクリーンなモノ
づくりを推進すると共に、地域の方々との共生を目指して
いきます。

本社工場環境委員会
委員長

専務取締役　
後藤　　真

2010 年度の活動について
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豊田工場

　豊田工場では乗員の生命を守る保護装置シートベルトと、車を装飾するオーナメント類
の生産を行っています。環境活動は、2008 年より継続している非稼働時の停止活動、
新たに実施した「からくり」を活用した無動力化などCO2低減を図るとともに、樹脂材料
の再利用など廃棄物低減も推進しました。
　今後も当社の経営理念である「自然・地域と共生
する企業」としてCO2排出量、廃棄量を減らし、循環
型の工場を目指して取り組むとともに、地域交流を行
い、共生活動にも積極的に取り組んでいきます。

2010 年度の活動について

音羽・萩工場

　音羽・萩工場は、使いやすくセキュリティの高いキーロックシステムと安全で快適な操作
性を持つシフトレバーを部品から組立までの一貫生産をしています。
　環境活動の新たな取り組みとして「熱源への断熱ジャケット取付」、「シンナー回収再利用」を
実施、維持活動として「非稼働時電源OFF活動」、「休日
省エネパトロール活動」を行ってきました。
　また、工場周辺地域在住の方々との懇談会やボラン
ティア活動を通して、より安心・安全な環境共生活動を
行っています。

2010 年度の活動について

〒471-0836 愛知県豊田市鴻ノ巣町2丁目47番地1
TEL（0565）28-1141　FAX（0565）28-5792

主要生産品目／シートベルト・樹脂ホイールカバー・オーナメント
敷　地　面　積／42,000m2　建物面積／33,000m2

豊田工場環境委員会
委員長

取締役　
武馬　宏治0
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主要生産品目／キー＆ロック・シフトレバー・シガライター・コネクター・二輪車用製品・金型・ステアリングホイール
敷　地　面　積／155,000m2　建物面積／87,000m2

主要生産品目／ニュートラルスタートスイッチ・エアバッグ・バックル
敷　地　面　積／59,000m2　建物面積／15,000m2

【音羽工場】

【萩 工 場】

【音羽工場】  〒441-0295 愛知県豊川市赤坂町平山1番地　TEL（0533）88-4111　FAX（0533）88-2244
【萩 工 場】  〒441-0201 愛知県豊川市萩町中山1-3　TEL（0533）88-7051　FAX（0533）88-7055

音羽・萩工場環境委員会
委員長
取締役　
大林　良弘
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　2010 年度の環境保全コストは14億 7,335 万円
（売上高の0.6％、前年度比7.3％減）でした。内訳と
しては、設備投資額は1億 3,840 万円、経費は13
億3,490万円となりました。
　厚生施設建設に伴う公害防止設備への投資によ
り、設備投資は前年度比 13％の増加となりました。
経費については、全体としては前年度比 9％減とな
りました。

工場別環境コスト内訳

環境保全対策に伴う経済効果

項目

効果の内容 物　量 効果額
（百万円）

主な取り組み内容 投資額 経費

1）事業エリア内コスト

2）上・下流コスト
3）管理活動コスト
4）研究開発コスト
5）社会活動コスト
6）環境損傷コスト

公 害 防 止

地球環境保全

資 源 循 環

環境負荷の少ない製品、燃料および原材料等の購入に伴い発生した差額

環境マネジメントシステムの構築・運用、環境負荷の監視・測定に要した投資および経費

環境保全に資する製品等の研究開発に要した投資および費用

自然保護・緑化・美化等の環境改善対策等に要した費用

環境汚染の修復費用、環境損傷の保険料等

公害（大気、水質、騒音等）防止に要した投資および経費

温暖化防止に要した投資および経費

廃棄物処理、廃棄物減量化、リサイクル化に要した投資および経費

リサイクル材売却額（鉄、非鉄、プラスチック、油等）

省エネルギーによる効果（前年比）

廃棄物処理等の低減（前年比）

12,059t

-3,772t-CO2

47.62t

1,137.0

-156.2

1.42

982.2

　環境コストは発生したときの支払ベースで把握・集計しています。したがって、設備投資は投資額として把握し、減価償却費は計上してい
ません。環境以外の目的と併せて実施しているものについては、按分により計上しました。環境保全活動に伴う経済効果については、各年
度に費用低減額が確実に把握できる3項目で集計しました。
※省エネルギーの効果額は前年度の比較で原単位に基づく改善量を計上しました。
※各数値は四捨五入のため、個々に足した値と合計額が異なる場合があります。
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環境会計の考え方

合　計 -

※環境保全対策に伴う経済効果は金額効果と物量効果で調査
  （調査期間…2009年 4月～2010年 3月）

公害防止コスト
地球環境保全コスト
資源循環コスト
上・下流コスト

管理活動コスト
研究開発コスト
社会活動コスト
環境損傷コスト

　環境保全対策による経済効果額は前年度比
27％減となりました。売上の減少により効果額
は前年度比で悪化していますが、リサイクル材売
却額の効果額は増加しました。

コスト内訳（百万円）
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環境会計効果の分析

2010年度の環境会計結果

環境活動データ

音羽工場

萩工場
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